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呼吸器感染症に対するRU28965の 臨床的検討

泉川欣一 ・坂本裕二 ・荒木 潤 ・猿渡勝彦

佐世保市立総合病院内科

フランス,ル セル ・ユ クラフ社において新 しく開発されたマ クロライド系抗生物質であるRU

28965を 呼吸器感染症17例 に投与 し,そ の臨床効果 と副作用について検討 した。

対象症例は呼吸器感染症17例 で,年 齢15歳 か ら75歳の男性11例,女 性6例 であった。症例の内訳は

マイコプラズマ肺炎1例 を含む肺炎12例,慢 性呼吸器疾患の増悪5例(慢 性気管支炎2例,気 管支拡

張症2例 および肺気腫に感染を伴った1例)で あった。

投与方法は1回 量100～200mgを1日2回 経口投与し,投 与期間は7～15日 間(平均9.6日),総 投与

量は1.6-6.0g(平 均3,0g)で あ った。

臨床効果は著効5例,有 効9例,や や有効3例 で有効率82.4%で あった。疾患、別では肺炎例におい

て有効率100%,慢 性呼吸器疾患の増悪例40%で あった。

細菌学的効果は,11例 中8例(72、7%)に 除菌効果が得られた。副作用は1例 に軽度の食欲不振がみ

られ,臨 床検査値では好酸球増多2例A1-Pの 上昇1例 がみられた。

RU28965は,フ ランス,ル セル ・ユクラフ社におい

て開発された新しいマクロライ ド系抗生物質であり,そ

の構造式はFig.1に 示すごとくで,エ リスロマイシン

(EM)Aの9位 のケ トンを2-メ トキシーエ トキシーメチル

オキシムで置換 した構造式を有する半合成マクロライド

系抗生物質である1)。

本剤の特徴は胃酸抵抗性に優れ,従 来のマクロライド

系抗生物質よりも吸収が良く,半 減期が長いとされてい

る1)。抗菌スペクトルはEMと ほぼ同様であ り,抗 菌力

もおおむねEMに 等 しい。Legionella, Mycoplasma,Chl-1

amydiaに 対 して優れた抗菌活性を示すことが報告 され

ている2-4)。また,嫌 気性菌に対 しても強い抗菌力を示

す。これらの病原体に対するRU28965のMICはEMと

同 じか1管 程度高く,JM,RKMと 同等か1管 程度低値

であるとされている。

吸収,排 泄においては,従 来マクロライ ド系抗生物質

が酸(胃 酸)に対 して不安定であったが,本 剤は酸に抵抗

性で極めて安定で,吸 収は良好であり,経 口投与により

高い血中濃度と持続性を示す。組織移行性は中枢神経領

域以外で高い移行性を有し,特 に,肝,肺,腎,副 腎,

脾などで高い。また排泄速度は遅いが,蓄 積はみられな

い1-4)。

今回,私 達は本剤を呼吸器感染症の17例 に使用する機

会を得たので,そ の臨床成績について報告する。

1。 対象ならびに方法

対象症例は佐世保市立総合病院入院および外来患者17

例 であり,男 性12例,女 性5例,年 齢分布は16歳 から75

歳で,平 均年齢55。2歳である。対象疾患の内訳は肺炎

(マイコプラズマ肺炎1例 を含む)12例,慢 性気管支炎2

例,気 管支拡張症2例 および肺気施の感染増悪1例 であ

る。

II.投 与方法および効果判定

投与方法はTable1に 示すごとく症例12,14の2例 で

本剤100mgを1日2回,症 例5,9お よび16の3例 で

200mgを1日2回,そ の他の12症 例で150mgを1日2

回経口投与 した。投与 日数は7日 から15日(平均9.6日)

であり,総 投与量は1.6gか ら6.0g(平 均3.0g)で ある。

臨床効果の判定は自覚症状の改善度,白 血球,CRP,

血沈 などの臨床検査値の推移,胸 部X線 上陰影の消長,

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965

9-•k(O-((2-Methoxyethoxy) methyl•l oxime•l erythromycin
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Table 2 Clinical efficacy of RU 28965

Table 3 Bacteriological effect of RU 28965 regarding to various isolates

喀痰検出細菌の推移を考慮 し総合的に判定 した。本剤投

与後3日 以内に臨床的に自 ・他覚症状の改善を認め,次

いで検査成績 も改善 したものを著効(Excellent),自 ・他

覚症状が7日 以内に改善し,検 査成績 も改善 したものを

有効(Good),自 ・他覚症状はある程度まで改善したが,

治癒にはいたらず,検 査成績もやや改善し無効といえな

いものをやや有効(Fair),自 ・他覚症状,検 査成績 とも

に不変または増悪したものを無効(Poor)と した。

皿.成 績

1.治 療効果(Table1,2)

Table1,2に 示 したように,著 効7例,有 効7例,

やや有効3例 で,呼 吸器感染症における本剤の有効以上

の有効率は82.4%で あった。有効率を疾患別でみると肺

炎(マ イコプラズマ肺炎を含む)で100%,気 管支拡張症

100%,慢 性気管支炎,肺 気腫に対しては無効であった。

細菌学的効果をTable3に 示 した。本剤投与前の喀痰

から分離 された菌種はS.pneumoniae5例,H.influenzae

6例 お よびM.pneumoniae1例 であった。投与後S.pneu-

moniaeは 全株が消失,H.influenzaeは6株 中3株 が消失,

3株 が不変であった。なおM.pneumoniaeは1株 分離 さ

れたが,投 与後は分離検査を施行せず不明と判定した。

全体的には11例 中8例 が除菌され,除 菌率72.7%で あっ

た。

2.症 例呈示

症例11:Y.M.,59歳,男 性

5～6年 来,慢 性気管支炎の診断のもとに外来通院中で

あったが,昭 和61年4月28日 より38.5～39.0℃ の発熱を

認め,黄 色膿性疲,咳 噺 も出現し,次 第に増強したため

4月30日 受診 した。受診時,体 温38.6℃,膿 性疾を認め,

胸 部X線 上,左 中下肺野に浸潤影を呈し,血 液生化学

的検査にて白血球8900,CRP6+,血 沈116mm/1時 間が

認められ,肺 炎と診断した。本剤150mgを1日2回,

13日 問投与 し,そ の結果,投 与開始3日 後には解熱し,

咳嗽,喀 痰 も消失 し,7日 目には胸部X線 上異常陰影

も改善 ・消退 した。喀痰細菌検査では投与前S.pneumo-

niae(+++)が検 出されたが,投 与後消失した。血液検査に

おいても投与後白血球4000, CRP(-),血 沈42mmと な

り,著 効と判定した(Fig.2)。

症例12:A.Y.,16歳,女 性

生来健康であったが,昭 和61年4月5日 より発熱38.0

～38 .6℃が5～6日 持続し,咳 嗽も出現し,時 として咳嗽

のため睡眠障害を来たし,喀 痰も認めたため,4月17日

受診 した。初診時,胸 部X線 上,右 下肺野に浸潤影を

認め,白 血球6100,血 沈40mm/l時 間,よ り肺炎と診断

した。本剤200mg,1日2回 投与後3日 目には解熱傾向

を呈 し,喀 痰も5日 目に消失 した。また,胸 部X線 上

陰影も4日 目には改善した。しかしながら,夜 間を中心

とした咳嗽は投与後10日 目頃まで持続 し,有 効と判定し

た。初診時の咽頭分離にてM.pneumoniaeを 分離し,そ

の後の血清学的検査にてM.pneumoniaeに 対するIHA価

が有意の上昇 を認め,MycoPlasmal pneumoniaと 診断し

た(Fig.3)。

3.副 作用

自 ・他覚症状には,食 欲不振1例(症 例12)が認められ

た。
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Table 4に本剤投与前後における血液生化学的検査値

の推移を示した。軽度の好酸球増多が症例2,9の2例

にみられ,ま たAl-Pの 上昇が症例12に 認められた。

IV.　考 察

今回,新 しくEMか ら合成されたマクロライド系抗生

物質RU 28965は,従 来のマクロライド系抗生物質に比

較して,胃 酸抵抗性で吸収が良く,半 減期も長く,組 織

移行濃度も高く,抗 菌スペクトルはEMと ほぼ同様で,

Legionella,Mycoplasma,Chlamydiaな どに対 して優れた

抗菌活性を示すとされている。特に肺への移行性は優れ

て,EMの 数倍にも達するとされている。このような特

徴を有するRU28965を 呼吸器感染症17例 に,1回100

～200mg ,1日2回 投与して,そ の臨床効果 を検討 した

ところ,優 れた臨床効果と細菌学的効果が得 られた。17

例中14例,82.4%と 高い有効率を示した。疾患別にみる

と肺炎は12例全例(100%),気 管支拡張症2例 中2例 に

有効性が認められたが,慢 性気管支炎,肺 気腫感染例に

おいては無効であった。

細菌学的にはS.pneumoniaeは5株 全株とも除菌され

たが,H.influonzaeは6株 中3株 が消失されたものの,

3株 は不変で除菌できなかった。

呼吸器感染症17例 にRU 28965を 用 いて高い臨床効果

と細菌学的効果が得られ,ま た,重 篤な副作用もみられ

なかった点も加え,本 剤の有用性,安 全性が示されたも

のと考えられた。
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RU 28965 IN RESPIRATORY TRACT INFECTIONS

KINIGH IZUMIKAWA, YUJI SAKAMOTO, JUN ARAKI and KATSUHIKO SAWATARI
Department of Internal Medicine, Sasebo General Hospital, Sasebo

Clinical studies on RU 28965, a newly developed macrolide antibiotic, were carried out with the following results.

Twelve patients with pneumonia (including 1 mycoplasmal pneumonia), 2 with chronic bronchitis, 2 with bronchiectasis

and 1 with emphysema with infection, were treated with RU 28965 in daily doses of 200•`400 mg for 7•`15 days.

Clinical response was excellent in 5, good in 9 and fair in 3 patients. The overall clinical efficacy rate was 82.4%. Bac-

teriologically, all strains of S. pneumoniae and 3 of 6 strains of H. influenzae were eliminated. The bacteriological efficacy

rate was 72.7%. Four patients showed the following adverse reactions: appetite loss 1, slight elevation of Al- P 1, and
eosinophilia 2.


